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日本海浮データセンター（ JODC）では，表面水温データとして各層観測・各種BT観測lデータの Om 

層の水温値として約36万潰lj点を数種のアアイルで保管していた。最近tて左 b米国海洋資料センターよ DBT 

観測データ，気象庁よ b海上気象データの提供を受けデータ量が増加したのでフ yイル利用の容易さのため

に表面水温ファイルを作成した。そしてその利用の一例として統計値，月別平均水温国会よび任意の地点の

任意の時期(IC:l>＇ける平均水温値を概算するための統計 図（以後水温季節変化図と称す）を紹介する。

2. 表面水温ファイル

第 1表に示される国内外諸機関の観測J(ICよる各

層観測データファイル，圏内諸機関の観測したM

BT・XBT・DB T，外国諸機関の観測したM

BT・XB T観測データフ yイル，そして海上気象

観測データファイルの計7フyイルからそれぞれ

国コード，観測l位置，観測時刻，表面水温値，海

域コードを抽出してデータ検査を行った後1狽！J点

の情報を 1レコードに格納した。その結果全デー

タは， 5,114,394演lj点，磁気テープ5巻 （γ ング

ルファイル／マルチリール）に収納された。ファ

イル型式は， NEC-ACOS6システムで言う

UF F型／ JISコード／療準ラベル付でレコー

ド長・ブロック長はそれぞれ 33バイト， 6600

バイトである。

3. ファイル処理

第 1表 ファイル別測点数

原ファイノレ 観測期間

各層観測 1906年一 1981年

日本MBT 1 9 4 3年一 19 8 1年

日本XBT 1 9 6 6年一 1981年

日本DBT 1 9 7 7年一19 8 1年

外国MBT 1 9 2 2年一 19 7 3年

外国XBT 1 9 6 6年一 19 8 0年

海 上 気 象 1 9 9 9年一 19 8 0年

合計 1 9 0 6年一 19 8 1年

測点数

234,519 

119,830 

13ρ50 

2,661 

9 25,650 

3 56,140 

3,462,544 

5.114,394 

表面水温データの 71イリングから活用までの処理流れ図を第 1図に示す。最初に各種の原データファイ

ルを入力してプ 1ーマット変換を施して表面水温7 1イルを作成し統計処理，季節変化計算を行う。統計結

果の 7 1イルは平均表面水温国会よび統計表の編集κ利用される。統計処理，季節変化計算の内容は以下の
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とbりである。

(1) 統計処理

パラメータで指示された任意の海域にシける30分， 1度あ

るいは 2度メッシュ平方単位の月別統計，四季別統計，全期

間統計のいずれかの処理をする。その統計量は，指示された

期間の平均値，測点銑標準備差，第 1・第 2の最大値，第

1・第 2の最小値の 6項目である。ち左みに全海域について

1度メッシュ／月別統計処理は電子計算機（ ACOS-7 0 0) 

で約4時間程かかる。

(2) 平均表面水温図

冬季（ I月），夏季c8月）の平均表面水温図をそれぞれ

第 2図，第 3図K示す。表示海域は便宜上太平洋を中心K大

西洋の一部を包含するよう設定した。プロットされている数

｜季節変化計算｜ 也三
／ 

l 値は 2度メァシュ平方Kj:,＇ける月平均表面水温値で単位は度
処理 l

c 
／＼  

｜平均表面水温図｜

第 1図処理流れ図

である。空白海域は観測データが 1つも念いことを示し特K

南半球の冬季c4月～ 10月）にないて南緯30°～40°以南のデ

ータが激減する。

等値線は 2℃間隔で作図した。

（訪季節変化計算

月平均表面水温値は，低緯度地方の一部を除いてほほ全海

域κ辛子いて大局的に夏に高温，冬K低温K左るという季節的

変化（ I年周期）を呈しているのでその変化を

Ti=TM+TAcos{30°(ti-to)} (i=l,2，…12）…（。

で表わせる周期関数と仮定する。ととでTiκ月平均値， tiK 

l月1日からの経過時間（月単位）を代入して最小自乗法によ bTM’TA. toの定数を求めた。 1メ7・ンュ内

で月平均値が 10ク月分κj筒たない場合はそれらの定数を算出してい左L、。 TMc定数項）は，ほほ年平均値に

該当し，丸（振幅）の倍の値は年変化量を示す。 to（位相月）は，年聞をと辛子して表面水温が最高と左る時期

を示す。

年平均値（丸）の値は，太平津のベーリング海，大西洋のノルウェー・グリーンランド海以北に沿いて 4

℃以下を示し緯度の南下に伴左い緯度線κ平行して上昇し赤道付近で約 29℃に達する。

年変化量（TA ）は，北太平洋にシいて 8～I0℃の変化があb大西洋では 6～8℃である。赤道付近の低緯

度地域ではインド洋，太平洋，大西洋ともに等しく 0～2℃と算出された。南緯度地域では，データ量が少

左＜40° 付近までしか計算でき左かったが北緯度地域のそれと比較すると僅に小さく念っている。

位相（to）は，太平洋，大西洋の大部分で 9月中旬に最高月平均値を示しフィリピン海と大西洋の北緯 50°

以北にないて 8月前後である。そのほか太平洋，大西洋，インド洋の緯度ぴ付近では4月～ 5月に南緯40°

付近で 2月～ 3月に最高月平均値を示している。

ζれら 3定数からTiを推算した月平均値との差の自乗平均誤差は， 0～2℃以内である。
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4. 水温季節変化図

第 4図κ水混季節変化図を示す。との図は， 3ー（3）の季節変化計算よ b求めた定数¥i' TA' toのそれぞ

れの等値線図を重ね合せ一枚に描いた図である。実線は年平均値，破線は振幅，太実線は位相の等f直線であ

る。 ζの図から任意の地点の任意の時期十亡なりる平均水温値を概算するととができる。

例えば本州南方の黒潮海域の 4月中旬の表面水温値はというと 1月から 4月中旬までの経過月数 ti=3.5 

第4図より年平均値九＝ 22°C，振幅丸＝5℃， 位相月to=8を読み取り（1試に代入して T= 18.5℃を得る。

ζのように して求めた水温値K対する中央誤差（r）はどの海域にないても r=0.22TA程度である ζ とが詳細左

検討から見積られている。

5. むすび

今後のデータ量の矯加に伴念い統計値の空白海域を埋めさらに年変化・日変化念ど細かL、変化をも把握し

たい。念辛子， との表面水温データは昭和 57 51; 58年刊行の北太平洋海流図（図誌番号6Q31A～D），印度洋及

濠州近海海流図 （図誌番号6033A～F）の水温等値線の基礎資料として既に使用された。

最後に ζζに紹介した原データ，加工データは， リクエストによ b磁気テープその他の形式で提供すると

とができる。
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第 4図 水温季節変化図


